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逗子市道の寄付受入れに関する基準 

令和４年４月１日改正 

第１ 総則 

 １ 目的 

逗子市道の寄付受入れに関する基準（以下「基準」という。）は、狭あい道路及

び開発行為以外の道路の寄付受入れに関する基本的な事項を定め、道路の寄付にあ

たって適切、円滑に事務を進めることを目的とする。 

 

 ２ 幅員 

道路の形態があり、有効幅員を４ｍ以上とし、通り抜けられることを原則とする。

ただし、その幅員が確保されていなくても、公共用地に接するなど将来的に幅員が

確保される可能性が高い場合についてはこの限りではない。 

 

３ 交差 

（１）道路の平面交差は、直角又はそれに近い角度とし、交差部には次の表により

隅切りを設けること。 

 

道路の隅切り長    （単位ｍ） 

道路幅

員 
4.0 4.5 6.0 9.0 12.0 13.0  

4.0 
3 3 3 3 3 3  

4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 

4.5 
3 3 3 3 3 3 

4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 

6.0 
3 3 5 5 5 5 

4 2 4 2 6 4 6 4 6 4 6 4 

9.0 
3 3 5 5 5 5 

4 2 4 2 6 4 6 4 6 4 6 4 

12.0 
3 3 5 5 6 6 

4 2 4 2 ６ ４ ６ ４ ８ ５ ８ ５ 

13.0 
3 3 5 5 6 6 

4 2 4 2 ６ ４ ６ ４ ８ ５ ８ ５ 

 

（２）原則片隅切りは認められない。ただし、切り取るべき部分の土地所有者の同

意が得られない等、やむを得ない場合は、交差角が 60度を超え 120度未満

の場合に限り、4.5m 以上の長さを隅切り長とした片側隅切りとすることが

θ 

L 

 

  60° 
以下 

120° 
以上 

60°を超え 
120°未満 

θ：交差角について 

L：隅切り長 
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できる。 

 

４ 横断勾配 

 道路の横断勾配は、路面の種類及び車線に応じ、次の表に掲げる数値の横断勾配と

する。ただし、歩道については、原則として片勾配とする。 

 

   路面の横断勾配 

路面の種別 勾  配 

アスファルト舗装又はセメントコンクリート舗装 1.5～2.0％ 

 

５ 舗装 

（１）道路の舗装については申請者負担とする。 

（２）道路の舗装は、アスファルト舗装又はセメントコンクリート舗装による全面

舗装とする。 

（３）道路の舗装構成はアスファルト舗装の場合、厚さ５㎝、路盤厚さ３０cm を

最低限確保し、アスファルト舗装要綱に基づいたものとする。また、セメン

トコンクリート舗装については、セメントコンクリート舗装要綱による。 

 

６ 縦断勾配及び縦断曲線 

（１）幹線及び補助幹線道路の縦断勾配は７％以下、区画道路については９％以下

となるよう設計する。ただし、地形等によりやむを得ないと認められる場合

は、小区間に限り１２％以下とすることができる。 

（２）７％以上９％未満の勾配の道路は、すべり止め舗装とする。 

（３）９％以上の勾配の道路は、原則としてセメントコンクリート舗装とする。 

  注）小区間とは 35ｍ以内とする。 

 

７ その他の道路形態 

  道路は、袋路状又は階段状であってはならない。ただし、袋路状道路については、

次のいずれかに該当する場合はこの限りではない。 

（１）終端及び適当な区間（３５ｍ以下）ごとに自動車の転回広場が設けられてい

る場合 

（２）（１）に準ずる場合で、周囲の状況により避難及び安全上支障がないと認め

られる場合 
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自動車の転回広場を設ける場合は、次の図のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 路面排水施設 

（１）路面排水施設は、原則として U 型側溝（上部構造を現場打ちスラブ工等と

する）とし、街渠により流下させるものとする。また、現場の状況によりこれに拠

りがたい場合には LU 型側溝及び LO 型側溝とする。規格については、U 型側溝、

LU 型側溝はそれぞれ内法２４ｃｍ以上とし、LO 型側溝は内径２０ｃｍ以上とす

る。 

（２）U型側溝の現場打ちスラブ工の場合は１０ｍ以下に１箇所グレーチングを設

置し、そのグレーチングの構造については、T－２０ｔ以上の細目固定式で、滑り

止めのついたものとする。また、曲がりを設けるときにはますを設置し、維持管理

のできる構造とする。 

（３）LU 側溝または LO 側溝の場合は１０ｍ以下に一箇所ますを設けるものとす

る。 

（４）道路の縦断勾配が急な場合は、道路の横断方向の必要な箇所に、雨水集水施

設（横断側溝に上部構造をグレーチングとする）等を設置すること。このとき、固

定型の滑り止めが付いているものを使用する。 

 

９ 擁壁等 

 擁壁を設置する場合、道路構造令技術基準の「道路土工 擁壁・カルバート・仮

設構造物工指針」に則した構造とする。また、既に設置されている場合で指針に則

した構造かどうか不明なときは、原則寄付を受けない。 

 

10 権利関係 

 原則として、個人等の所有地で営利目的でない場合のみとする。 

 寄付予定地に抵当権が設定されていないこと。 

 

11 寄付が受けられない道路 

 寄付が受けられない道路は次のとおりとする。ただし、市長が特に寄付を受ける

と認めた道路はこの限りではない。 

 （１）特定行政庁から位置の指定を受けたもの 

５ｍ以上 

３ｍ以上 
４ｍ以上 
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（２）開発行為を前提とした道路で、逗子市まちづくり条例第１９条により開発

事業の構想の届出があった以後の寄付行為 

   

第３ 補則 

  この基準に定めのない事項については、別途協議すること。 

 

第４ 提出図書 

  土地の移管、帰属に必要な図面等は、次のとおりとする。 

 （1）寄付申請書（2）案内図（3）公図（写）（4）土地の全部事項証明書 

（5）境界確定図（隣接者承諾印入り）（6）印鑑証明書（7）登記原因証明情報・登

記承諾書（8）現況写真（9）計画平面図 （10）その他必要とする書類 

付則 

この基準は、平成１８年１２月１日より適用する。 

この基準は、平成２１年 ４月１日より適用する。 

この基準は、平成２２年 ５月１日より適用する。 

この基準は、平成３１年 ３月１日より適用する。 

この基準は、令和４年４月１日より適用する。 
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＜土地寄付の流れ＞        

  寄 付 の 相 談 

        提出書類 案内図、位置図等 

 

 
 
 
   
 

 

 

 
 

       提出書類 案内図、公図写し、土地の全部事項証明書、 

              計画平面図、現況写真、道路構造図等 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

提出書類 土地寄附申出書、承諾書、印鑑証明書、土地の全部事項証明書（抵当権

抹消などによる変更があった場合）、境界確定図、その他必要とする書類

（全部事項証明書と印鑑証明書の住所が違う場合は住民票を必要とする。

法人の場合は、商業登記簿。） 

     

 

    

 

寄付（仮）OK 寄付 NG 

事前相談書を提出 

寄付申出書、受付、決裁 

道路境界確定が未確定ならば境界確定作業を行う 

寄付後の確定図を作成してもらう（市長決裁は登記完了後） 

現地を調査 

寄付 OK 寄付 NG 

登記完了 

土地取得協議書を管財契約課と取り交わす 

寄付後の確定図の完了 


